「日清戦争」研究を語る : 大谷正『日清戦争―近代日本初の対外戦争の実像』(中公新書2014年)によせて by 大谷 正 et al.
－ 18 － 
「日清戦争」研究を語る 
―― 大谷正『日清戦争 ―― 近代日本初の対外戦争の実像』 
（中公新書 2014 年）によせて ―― 
 
大谷 正  菅原 光  前川 亨 
 




『エコノミスト』2014 年 7 月号、中西寛・『読売新聞』同年 7 月 21 日、飯塚一幸・『赤旗』同
年 7 月 27 日、井上寿一・『日本経済新聞』同年 8 月 24 日、山内昌之・『週刊ポスト』同年 8 月



















































独自の意見があるわけではありません。或る段階、具体的にいうと 1980 年代から 2000 年代に
かけて、日清戦争研究が大きく進展し、日清戦争像がかなり変わりました。現在の中学・高校























































































清戦争』南窓社 1970 年〔1934 年刊『日清戦争』の復刊〕1－2 頁、藤村「解説」同書 652 頁、
同「信夫史学における日清・日露戦争および第一次世界大戦史研究」『歴史家・信夫清三郎』勁
草書房 1994 年 213－217 頁、同「日清戦争百年を迎えて――日本帝国主義の成立再考」『日清












































































































－ 26 － 
う気もするんですが。単に自分がのし上がっていくためだけだったのかどうか……。大石先生
の師匠の高橋秀直先生もどちらかというとそういう解釈だったように思いますが（高橋『日清
































































































































































































































































































































朝鮮と日本』岩波新書 2012 年、同『植民地朝鮮と日本』岩波新書 2013 年）。それらを主に頼
りにしましたが、もっと具体的に知りたいと思いました。 
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趙景達は、少なくとも 3 万人くらい、もしかしたら――範囲を広くとれば――5 万人くらい殺
害したんじゃないかと推定していますが（趙『異端の民衆反乱――東学と甲午農民戦争』岩波











































































































































































































































































































年）、同「旅順虐殺事件再考」『ヒストリア』149（1995 年）、本書第 4 章Ⅱ「文明戦争と旅順






























強い懸念を抱かれるに至っている（2015 年 5 月 5 日付「日本の歴史家を支持する声明 Open 
Letter in Support of Historians in Japan」参照）――が相俟って、戦後 70 年に噴出している
のである。こうした状況下において、朝鮮王宮占拠事件も閔妃暗殺も知らず、それどころか満
洲事変や盧溝橋事件すら知らない若者に対して歴史を語るには、いわば「教育的配慮」が、す
なわち近代日本の光の部分よりも影の部分を重視することが必要なのではないか。私は、過去
の影の部分を語ることを自虐的だとは全く考えないが、百歩譲って仮にそれが自虐的であるとし
ても、根拠のない傲慢よりはましである。 
 日清戦争について考えることは、日本近代の歴史全体について思いを巡らす契機となること
を、この座談会を通じて私は改めて痛感させられた。 
 最後に、この座談会に応じて下さった大谷先生と菅原先生に対して改めて御礼申し上げると
共に、大谷先生にはぜひ、今回は実現しなかった日清戦争時期のメディア論、ジャーナリズム
論のご出版を実現して下さるよう切望して、この冗長な「あとがき」を終えることにしたい。 
